


要約:在胎 32週以下の双胎未熟児の予後は不良であり、脳障害の主要原因は脳室周囲白質

軟化症(PVL)であるが、その頻度は生存例 72 例中の 11 例、15.3%と有意に高く、その主要

因として双胎間輸血症候群が示唆された。臨床経過および頭部エコーによる脳室周囲の嚢

胞性病変の出現時期から、PVL 症例の内 7 例は胎内発症の PVL と推定された。今後双胎未

熟児の予後を改善するためには胎内の胎児一胎盤循環動態を含めた脳循環についての詳細

な分析が必要である。


